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研究成果の概要（和文）：材料の深紫外吸収帯を利用する二光子重合を開発した。これにより、二光子重合法に
おいて、生体毒性や材料純度低下といった問題があった重合開始剤の添加を不要とし、純粋に材料の光重合・合
成に立脚した二光子重合加工法を確立した。アクリレート樹脂、金属酸化物、生体試料、金属に適用し、開発し
た手法の有効性を示した。さらに、加工分解能の向上、加工閾値の低下と効率向上、材料選択の広範囲化を実現
した。

研究成果の概要（英文）：We have developed a two-photon polymerization method utilizing deep-UV 
absorption of materials, which eliminates the need for polymerization initiator additives, thereby 
maintaining material purity. The effectiveness of this principle was demonstrated with acrylate 
resins, metal oxides, biological samples, and metals. This method has improved processing 
resolution, a broader range of material selection, and increased efficiency. Future applications are
 expected in nanoelectronics devices and three-dimensional bioprinting using biocompatible 
materials.

研究分野：レーザー微細加工、二光子重合、フォトニクス、紫外光学技術
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研究成果の学術的意義や社会的意義
二光子重合造形の波長を従来の近赤外から可視域に短波長化し、材料との深紫外電子遷移を介した光化学的相互
作用を活用した立体加工法を探索した。紫外光リソグラフィ技術の観点からは、二光子に展開することで、三次
元加工性の付加、さらに、可視光を用いたことで、可視光学系を使った光学系の簡略化の意義がもたらされた。
二光子重合技術の観点からは、様々な課題があった重合開始剤の添加を不要とし、材料純度を維持できる二光子
重合加工法を確立し、材料の選択性を拡張できた。二光子重合造形の新機軸として、今後、ナノエレクトロニク
スデバイス、生体適合材料を使った三次元バイオプリンティングなど、実際の応用に繋がる成果が得られた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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